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令和３年１月１９日

2021年がスタートしました。今年は丑年です。「丑」は中国で生まれた漢字で、本来
の意味は「からむ」という意味があり、芽が種子の中で伸びることができない状態を表

しているそうです。これを後に覚えやすくするために「牛」の意味が与えられました。

「牛」は古くから食牛や乳牛、耕牛と呼ばれ酪農や農業で人々を助けてくれる存在とし

て重要な生き物でした。大変な農業を地道に最後まで手伝ってくれる様子から、丑年は

「我慢（耐える）」や「発展の前振れ（芽が出る）」を表す年になると言われていま

す。まさに、今の状況にぴったりです。

振り返ってみると、昨年はコロナウイルスに振り回された年でした。臨時休業が行わ

れ、学校行事も大幅な変更を余儀なくされました。そしてその状況は年が明けてもまだ

続いています。感染の拡大を阻止するためにしたいことを諦め、人との交流を制限し、

手間をかけて防衛する…たくさんの我慢が要求されます。その一方で、普段はできなか

ったこと、目を向けることがなかったことに力を注ぐチャンスでもあります。家族で過

ごす時間が増えたことでお互いの気持ちをより深く知ることができるようになったり外

出を控えて空いた時間を家の掃除に当てたりといった事例はそれに当たるでしょう。

学校も同様です。学校生活において、行事や授業内容、衛生管理、PTA活動など様々
な点で変更や中止を余儀なくされ、半ば強制的に今までの在り方を問い直す機会を与え

られました。４月からはタブレットが児童に貸与され、授業のデジタル化も進みます。

必然的に学校の体制が変わっていきます。大切なことはこれらの変化を肯定的に捉え、

現状よりもより良い教育環境を作ることだと考えています。まさに「芽を出す」ための

準備期間です。

昨年の12月に後期の学校評価を実施しました。児童、職員、保護者３者の評価結果を
基に次年度の学校方針を考えていきます。アフターコロナ、ウィズコロナ時代を見据

え、必要なところは大胆に変えていきます。

今年もご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

五十嵐 悟

３日（水）５年生スキー教室

４日（木）委員会４年生見学 ５年俳句教室

５日（金）６年生スキー教室

９日（火）２年そり遊び

10日（水）移行学級 ６年俳句教室

12日（金）１年そり遊び
18日（木）全校集会 ３～６年６限あり

19日（金）学習参観・学級懇談会
25日（木）３～６年６限あり



新型コロナウィルス感染症対策について

日を追うごとに県内でも新規感染者が急増しています。出雲崎町にも先日感染者が

発生しました。感染症対策については今までも何度かお願いをしてきましたが、今１

度次の内容についてご確認をお願いします。

１ 感染を持ち込まない、広げないために

○毎朝の検温をお願いします。体温が37.5℃以上ある場合や体調が悪い場合は、無
理に登校することはせず、自宅で休ませてください。

○家族内で発熱した、濃厚接触者になった、PCR検査を受けた人がいた場合は、速
やかに学校までお知らせください。

２ 感染した人を傷つけないために

○「事実を共有する」ことと「噂話や犯人捜し」は全く異なります。噂やデマを人

前で話したりSNSなどで広げたりすることは控えてください。
○誰もが感染する可能性があります。感染した人に対して差別的な言動は控えてく

ださい。

３ 自身が感染しないために

○三密（密閉空間・密集集団・密接場面）を回避しましょう。

○換気をしっかりとし、近くで大声を出したり歌ったりすることは避けましょう。

○いつも会っていない人との飲食は控えましょう。

３学期の学校行事について

全国の感染者の急拡大及び県内における感染者の拡大を受け、３学期の学校行事につ

いて以下の通り内容を変更します。ご理解ご協力をお願いします。

１ 学習参観、学級懇談会について

飛沫防止の観点から当初予定していた音楽発表会は行いません。代わりに児童の

音楽発表を映像に撮り、学級懇談会の際に視聴していただきます。学習参観は通常

の形で行います。

※ただし、録画前に出雲崎町において感染拡大の兆候が見られた場合は、録画自

体を見合わせる場合があります。

２ 卒業式について

来賓の人数を減らします。在校生は例年通り出席し、卒業生の門出を全員で祝い

たいと思います。その代わり飛沫が飛ぶ可能性のある内容（国歌、校歌、呼びか

け）は行わないこととします。

ある日の出小～冬でも元気！～


